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 清水亮氏博士（文学）学位請求論文 
 
論文題目 「鎌倉幕府御家人制の地域的展開と中世国家」 
 
  審査要旨 
 
 本論文は、従来の鎌倉幕府御家人制研究の多くが法制史、法制度の問題として扱われきたのに対して、
中世国家運営の観点から経済的あるいは軍事的負担である御家人役の解明を目指したものである。 
 第一部では、１３世紀の第２および第３四半世紀を中心に、御家人役賦課制度の枠組みの形成・展開
を政治史的に考察し、御家人および御家人所領にどのような国家的位置づけが与えられたかを、その経
緯を含めて検討している。第一章では、鎌倉幕府御家人役賦課制度の確立を、主に東国御家人役所領の
把握と「恒例役」（幕府年中行事や鎌倉大番などの負担）の成立から跡づけている。従来、御家人役の
存在が漠然と想起されていたが、実は摂関家の子弟でありながら四代将軍として就任した藤原頼経の権
威を高揚させるため、恒例的な課役の設定がなされ、御家人役制度が確立されるに至ったものであるこ
とを明らかにし、北条泰時が執権であった固有な政治状況の中から生み出されたものであることを論証
している。これを踏まえ、第２章においては鎌倉幕府御家人役賦課制度が展開していく過程を中世国家
運営との過程で明らかにしている。朝廷はさまざまな財政・警察上の負担を度々幕府に求め、幕府はこ
れらの負担を西国御家人に転嫁する代償として彼らの身分の保護を政策的に行うこととなった。そのた
め、西国御家人たちは自らの所領を「関東御領」と呼び、鎌倉幕府に所領・身分の保護を強く求めるよ
うになる。結果として本来幕府の直轄領を基調としていた「関東御領」という概念が拡大し、鎌倉幕府
管轄所領の総体としての「関東御領」という概念が幕府法上の用語として定着するに至った。以上第一
部での論証過程は幕府権力の東国から西国への浸透という従来の図式を、具体化・鮮明化したもので、
清水氏の論証能力の高さを示すものであろう。ただし、このような関東御領の拡大過程を、幕府自体に
西国での権力拡大の意志があったために推進されたとはいえないとし、朝廷の要請によって中世国家の
運営に関わらざるをえなかったと幕府の積極的な意志を否定している点については今後さらに議論を
よぶことになろう。 
 第二部では御家人制の地域的展開を政治史的に把握し、鎌倉期武士団の行動形態を第一部の論点との
関連から追究する。第三章では、伊賀国黒田荘の荘官大江氏を素材として非御家人であった大江氏の鎌
倉幕府とのつながりを、在京人柘植氏、六波羅探題を歴任した北条氏一門佐介氏との関係から明らかに
する。伊賀国黒田荘は既に厖大な研究蓄積があり、荘官大江氏に関する考察も少なくないが、論者は史
料の博捜から大江氏と佐介氏との被官関係を明らかにし、従来の研究を乗り越えることに成功した。第
四章から第六章では九州における御家人制の実態を惣地頭－小地頭制を素材として検討したものであ
る。従来、東国御家人の惣地頭がネイテｲブの小地頭に対して優位な立場から政治的な圧迫を加えるこ
とに研究の視点がおかれることが多かったが、本論文においてはこのような視点にとらわれることな
く、幕府が１２６０年代に小地頭の保護を意図した政策を打ち出すようになり、惣地頭と小地頭は対立
を含みながらも両者が共存する状況が展開し、惣地頭－小地頭制は鎌倉幕府御家人制の九州的特質を体
現できる制度として評価できることを明らかにしている。また、第七章においては、常陸国真壁長岡氏
の例を示しつつ鎌倉期から南北朝期にかけての東国武士団の一族間分業の実態を示している。 
 このような個別の論証を通じて、鎌倉幕府御家人制は、中世国家運営との関係、そして畿内近国・九
州の在地状況の両面において１３世紀第二四半世紀から１２５０年代に大きな矛盾を抱えていたこと
が導き出され、承久の乱以前と比較して中世国家運営に関してより多くの負担を求められ、御家人へも
その負担を転嫁せざるを得ない状況が起こっていたことを明らかにした。 
 以上の論考において、鎌倉幕府御家人制の地域的展開と中世国家との関連について、史料を博捜して、
多くの事実を明らかにし、新たな鎌倉幕府御家人制を明らかにした点は高く評価されるものであるとい
えよう。 
 以上のことから博士（文学）の学位を授与するに値するものであると判断される。 
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